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議  事  の  経  過 

発言者 議題・発言内容・決定事項 

局長 皆さんおはようございます。定刻となりますので、ただ今から、平成３０年第４

回農業委員会総会を始めさせていただきます。 

まず始めに、４月の人事異動により職員の異動がございましたので、異動となっ

た職員について紹介させていただきます。 

局長 職員紹介（省略） 

局長 続きまして、進藤会長からごあいさつを申し上げます。 

会長 あいさつ（省略） 

局長 本日は、傍聴人の方がお見えでございますので、よろしくお願いいたしま

す。なお、傍聴人に申し上げます。 

お手元の『傍聴人心得』を良くお読みいただき、傍聴くださいますようお

願いいたします。  

局長 現在の出席委員は農業委員１３名、推進委員９名でございます。 

農業委員会会議規則に基づきまして、進藤会長に議長をお願いいたします。 

 【開会 午前９時０４分】 

議長 現在出席委員１３名であり定足数に達しておりますので、これから第４回総会を

開会いたします。 

議長 議事録署名委員に白石委員、江口委員を指名いたします。 

日程第１ 議案第６号 農地法第３条の規定による許可申請に対する許可について 

議長 日程第１ 議案第６号 農地法第３条の規定による許可申請に対する許可につい

て を議題といたします。事務局から内容説明をいたさせます。 

事務局 議案第６号 農地法第３条の規定による許可申請に対する許可につきまして、御

説明いたします。今回の案件は１件でございます。 

総会資料の２から３ページ目をご覧願います。 

番号１につきましては、農業経営規模拡のため、譲受人が譲渡人から、売買によ

り所有権を移転するものです。 

申請書類を確認したところ、譲受人の農業経営の状況につきましては、耕作面積

１５１ａ、農業従事者は２人、農業従事日数は２５０日、農機具については、トラ

クター３台、コンバイン１台、田植機１台、乾燥機２台、スピードスプレーヤー１

台を所有しています。 

以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当せず、許可要件のすべてを満

たしていると考えます。 

 



議長 説明が終了しました。 

本来はこのまま審議を始めるところですが、本案は、長澤推進委員の親族

に関する事項となりますので、総会への出席は農業委員会等に関する法律第

２９条に基づきお願いしているところではありますが、議事の公正を確保す

るため、審議の間、長澤推進委員は一時退室をお願いいたします。 

 [長澤委員、一時退室] 

議長 これから番号１の現地確認の報告を委員にお願いいたします。 

議長 番号１につきまして、白石委員から報告をお願いいたします。 

白石委員 番号１について４月１７日に現地を確認しました。現地案内図の１ページ

を御覧ください。 

現地は農地として耕作されており、また、譲受人の所有する農地について

も全て農地として耕作されていました。譲受人の農機具等についても、大型

機械を全て所有しています。 

ついては、今後も耕作されると判断しましたので、皆様の審議をよろしく

お願いいたします。 

議長 報告が終了しました。これから御意見・御質疑等をお伺いします。御意見・

御質疑等ございましたらお願いいたします。  

 ［質疑なしという声あり］ 

議長 質疑なしと認めます。 

議長 お諮りします。本案については取得事由を相当とし、農機具・労働力・作付計画

等から取得後、地域農業との調和を図りつつ十分効率利用できるものと認め、許可

することで御異議ございませんか。 

 ［異議なしという声あり］ 

議長 異議なしと認めます。よって議案第６号については、原案のとおり決定します。 

長澤推進委員は入室してください。 

 ［長澤推進委員、入室］ 

日程第２ 議案第７号 農地法第５条の規定による許可後の計画変更申請に対する進達

の意見について 

議長 日程第２ 議案第７号 農地法第５条の規定による許可後の計画変更申請に

対する進達の意見について を議題といたします。 

本案は、日程第３ 議案第８号 農地法第５条の規定による許可申請に対する

進達の意見について と関連がありますので、一括して内容説明及び現地確認の

報告を行います。なお、審議については議案ごとに審議を行います。 



議長 それでは、事務局から内容説明をいたさせます。 

事務局 議案第７号 農地法第５条の規定による許可後の計画変更申請に対する進達

の意見について 及び 議案第８号 農地法第５条の規定による許可申請に対

する進達の意見につきまして、御説明いたします。今回の案件は共に１件でござ

います。 

事務局 総会資料の４から６ページ目をご覧願います 

本案件につきましては、当初事業計画者が平成１１年に転用許可を受けた後、

建設業者との意見の相違から施行を断念した該当地について、継承人が、使用貸

借権を設定し、住宅敷として使用したいと考えたため、計画変更申請及び転用許

可申請がなされたものです。 

継承人につきましては、現在、市外の賃貸住宅にて生活をしておりますが、手

狭になり、自分たちの家を建築したいと考えたことから、今回の申請がなされた

ものです。 

申請地の農地区分につきましては、甲種、第１種、第３種農地のいずれの要件

にも該当しない農地という理由から、第２種農地と判断されます。 

議長 説明が終了しました。これから現地確認の報告を江口委員にお願いいたしま

す。 

江口委員 番号１について４月２０日に現地を確認してきました。現地案内図２ページ目

を御覧ください。 

申請地は１０ha 以上の集団農地とは認められませんでした。また、周辺は住

宅地として使用されており、今後も市街地として発展していく可能性が高い地域

です。５００ｍ程のところには南小学校があります。 

なお、転用理由については事務局の説明のとおりですので省略します。 

申請地は現在農地として使用されており、違反等はありません。 

以上から、転用についてはやむを得ないものと判断しましたが、皆様の審議を

お願いします。 

議長 報告が終了しました。これから御意見・御質疑等をお伺いします。 

御意見・御質疑等ございましたらお願いいたします。 

 ［質疑なしという声あり］ 

議長 質疑なしと認めます。 

議長 お諮りします。本案については、計画変更承認相当の意見を付して県へ進達す

ることで御異議ございませんか。 

 ［異議なしという声あり］ 

議長 異議なしと認めます。よって議案第７号については、原案のとおり決定します。 

 



議案第８号 農地法第５条の規定による許可申請に対する進達の意見について 

議長 日程第３ 議案第８号 農地法第５条の規定による許可申請に対する進達の

意見について を議題といたします。 

内容及び現地確認については、議案第７号で説明がなされたとおりです。 

議長 それでは、議案第８号につきまして、御意見・御質疑等をお伺いします。 

御意見・御質疑等ございましたらお願いいたします。 

 ［質疑なしという声あり］ 

議長 質疑なしと認めます。 

議長 お諮りします。本案については、事務局の説明及び地区担当農業委員からの報

告、転用理由、申請地が含まれる区域の農地性及び地域農業との調和を図りつつ

効率利用できるものと判断し、転用はやむを得ないものと認め、許可相当の意見

を付して県へ進達することで御異議ございませんか。 

 ［異議なしという声あり］ 

議長 異議なしと認めます。よって議案第８号については、原案のとおり決定します。 

日程第４ 議案第９号 農業委員会活動の目標及びその達成に向けた活動の点検・評価

（案）及び活動計画（案）について 

議長 日程第４ 議案第９号 農業委員会活動の目標及びその達成に向けた活動の

点検・評価（案）及び活動計画（案）について を議題といたします。事務局か

ら内容説明をいたさせます。 

事務局 議案第９号 農業委員会の目標及びその達成に向けた活動の点検・評価（案）

及び活動計画（案）ついて、事務局から御説明いたします。 

事務局 内容の説明の前に、訂正箇所について連絡させていただきます。 

別紙２「平成２９年度の目標及びその達成に向けた活動の点検・評価（案）」

の８ページ Ⅵ４「農地台帳の整備」の「整備対象農地面積」について、９８３

㎡と記載しておりましたが、９７７㎡へ訂正をお願いいたします。 

事務局 それでは、内容説明に入らせていただきます。 

農委法第３７条において「農業委員会事務の実施状況を公表しなければならな

い」とされており、公表する事項の１つとして今回の様式が定められています。

（平成２１年１月２３日付け２０経営第５７９１号農林水産省経営局長通知に

よる） 

例年、総会資料で配付し、事前に確認していただいており、今回も同様に確認

していただいていたところですが、お陰様で事前に修正等の連絡がなかったた

め、変更箇所は無いものと認識しております。ただし、農業委員の方や推進委員

の方には初めての方もいらっしゃいますので、念のため簡単に説明させていただ

きます。 



事務局 別紙２「平成２９年度の目標及びその達成に向けた活動の点検・評価（案）」

について御説明いたします。 

点検・評価については、昨年度作成した、２９年度の活動計画に基づき、２９

年度の実績と達成度等を記載しています。 

○Ⅰは「農業委員会の状況（Ｈ３０．２．１現在）」です。 

・１「農業の概要」のデータ（数字）は５年に１度の農林業センサス及び、経

営耕地面積は毎年度、農水省で公表されるデータに基づいています。 

・２「農業委員会の現在の体制」は、委員の改選前と後の各項目の内訳です。 

○Ⅱは「担い手への農地の利用集積」です。 

・１「現状及び課題」は、計画時の数字や課題となっています。 

・２はタイトル通り、平成２９年度の目標及び実績です。 

・３もタイトル通り、昨年度掲げた活動目標と、２９年度の実績です。 

・４は、掲げた目標に対する評価（目標の立て方が適切だったのか等。）と、

活動に対しての評価（２９年度に実施した活動は適切だったのか等。）です。 

○Ⅲは「新たに農業経営を営もうとする者の参入促進」で、記載の仕方は、Ⅱ

の「担い手への農地の利用集積」と同じ流れで、計画に対する実績を記入し

ています。 

○Ⅳは「遊休農地に関する措置に関する評価」です。 

○Ⅴは「違反転用への適切な対応」です。 

○Ⅵは活動計画にはない項目で、活動の点検・評価の際、作成するものとなり

ます。内容としては、農地法第３条の許可状況や農地転用許可に係る処理状

況と農地所有適確法人、情報の提供（国等への調査協力等）の実績です。 

○Ⅶは、示されている２つの項目に対しての地域農業者からの要望や意見です

が、これは、日々の業務の中で聞かれる地域農業者の声をまとめたものとな

ります。 

○Ⅷは、「事務の実施状況の公表等」で、実施状況についてホームページでの

公開を定まられている３項目についての実施の確認です。 

事務局 次に、別紙１「平成３０年度の目標及びその達成に向けた活動の計画（案）」

について説明いたします。 

○Ⅰは「農業委員会の状況（Ｈ３０．２．１現在）」です。 

・１「農家・農地等の概要」のデータ（数字）は５年に１度の農林業センサス

及び、経営耕地面積は毎年度、農水省で公表されるデータに基づいています。

活動点検・評価でも使っている数字となります。 

・２「農業委員会の現在の体制」は、委員の現在の体制です。 

○Ⅱは「担い手への農地の利用集積」です。 

・１「現状及び課題」は、計画時の数字や課題です。 

・２はタイトル通り、平成３０年度の目標及び活動計画です。 

○Ⅲは「新たに農業経営を営もうとする者の参入促進」で、記載の仕方は、Ⅱ

の「担い手への農地の利用集積」と同じ流れで、現状や活動計画等を記入し

ています。 



事務局 ○Ⅳは「遊休農地に関する措置」です。 

○Ⅴは「違反転用への適切な対応」です。 

事務局 昨年度は県への報告時期が遅かったため５月の総会で審議いたしましたが、今

年度は報告時期が早まったため、４月総会にて審議を行いました。 

なお、活動の点検・評価で報告する実績の数字については、県の指示に従い集

計し記載しています。今年度は、市のホームページで公開する前に、県がチェッ

クすることになっています。考え方等に変更があり、報告する内容に大きな変更

が生じる場合は再度、総会で報告させていただき、軽微なものについては事務局

で対応したします。 

議長 説明が終了しました。これより御意見・御質疑等をお伺いします。御意見・御

質疑等ございましたらお願いいたします。 

細井推進委員 １ページ目の耕作面積が９７７ha、２ページ目の管内の農地面積が９８３ 

ha、１３ページ目の管内の農地面積が１，０１５haとなっていますが、これ

はどのような理由でこうなっているのでしょうか。 

事務局 ２ページ目の管内農地面積につきましては、９７７haが正しい数値となり

ます。また、これまでの集積面積と集積率につきましても、107ha、11.0%が

正しい数値となりますので、併せて訂正をお願いいたします。 

いくつか連動して数値を修正する箇所がありそうですので、事務局で再度

確認しまして、後日資料を差替えさせていただきたいと思います。 

山岸推進委員 耕地面積、経営耕地面積、遊休農地面積、農地台帳面積とありますが、経

営耕地面積とはどのようなものなのでしょうか。耕地面積と関係があるので

しょうか。 

事務局 経営耕地面積については、農林業センサスという各家に５年に１度の頻度

で行われている調査で得られたデータに載っている面積となります。 

台帳面積については、農業委員会事務局で管理している農地台帳に載って

いる面積になります。 

中には違反転用してしまってから時間が経ってしまい、所有者の方はその

土地が農地だとは知らないという場合等もありますが、このような場合には

農業委員会では地目から農地と判断することになりますので、このような理

由で数値に差が出ているのではないかと思われます。 

なお、過去には経営耕地面積に農家台帳の面積を記入していたのですが、

昨年度から農林業センサスに基づいて記入するように新たな指示がありまし

て、面積が大幅に変わっております。 

山岸推進委員 まだわからないところがあるのですが、耕地面積の数値が農地台帳面積の

数値より多くなっている部分があるのはどうしてなのでしょうか。 

事務局 確かに田については耕地面積より農地台帳面積の方が少なくなっておりま

すが、これは農家台帳では登記地目に基づいて集計しているのに対して、耕 



事務局 地面積は地権者の報告に基づいて集計しているので、その差異が数値として

表れているのではないかと考えられます。統計の数値についてはこちらで集

計しているものではないので集計内容の詳細についてはわからないのです

が、おそらくこのような理由だろうと考えております。 

山岸推進委員 わかりました。 

井上委員 経営耕地面積が何を表しているのか、どのようなものか教えてください。 

事務局 この資料を作成するための説明書には、経営耕地面積へは農林業センサス

に記載されている耕地面積を記入するとされておりまして、それに基づいて

記入している数値となります。 

どのようなものかにつきましては、勉強不足で申し訳ありませんが、統計

担当の方に確認する等して、後日回答させていただければと思います。 

議長 お諮りします。本案については、（案）のとおり決定することで御異議ござい

ませんか。 

 ［異議なしという声あり］ 

議長 異議なしと認めます。よって議案第９号については（案）のとおり決定します。 

議長 以上をもちまして、議案第６号から第９号に係る全ての議事を終了いたしま

す。 

議長 引き続き協議報告会を開催いたします。 

協議報告事項１ 農地法第４条第１項第７号の規定による転用届出に対する専決処分 

協議報告事項２ 農地法第５条第１項第６号の規定による転用届出に対する専決処分 

議長 協議報告事項１ 農地法第４条第１項第７号の規定による転用届出に対す

る専決処分について、及び協議報告事項２ 農地法第５条第１項第６号の規

定による転用届出に対する専決処分について を事務局から説明をいたさせ

ます。 

事務局 協議報告事項１ 農地法第４条第１項第７号の転用届出に関する専決処分につい

て でございますが、今回報告は１件でございます。 

番号１につきましては、老人ホームのための転用です。  

事務局 協議報告事項２ 農地法第５条第１項第６号の転用届出に関する専決処分につい

て でございますが、今回報告は４件でございます。 

番号１につきましては、保育園のための転用です。 

番号２から３につきましては、住宅敷のための転用です。 

番号４につきましては、老人ホームのための転用です。 

議長 説明が終了いたしました。これから御意見・御質疑等お伺いします。 

御意見・御質疑等ございましたらお願いいたします。 



岩上委員 協議報告事項２ 番号１の現地案内図を見ると、対象地は細長く歪な形を

しているように見えますが、これで保育園を経営できるのでしょうか。 

土地利用等について詳細をお聞きしたい。 

事務局 隣接した、地目が山林の土地と一体的に利用する計画のようです。 

なお、山林部分については農地ではないので、届出には挙がっていません。 

岩上委員 分かりました。 

議長 ほかに質疑等ございませんか。 

 ［質疑なしという声あり］ 

議長 質疑なしと認めます。 

協議報告事項３ 平成２９年 農地移動状況について 

協議報告事項４ 平成３０年度事業関係予算について  

協議報告事項５ 平成３０年度白岡市農業委員会活動計画（案）について  

議長 続きまして、協議報告事項３から５について事務局から一括して内容説明

をいたさせます。 

事務局 平成２９年 農地移動状況について御説明いたします。Ｐ１１の資料です。 

１「法第３条による耕作目的の権利設定・移転」は、農地を農地のまま権

利移転する手続きで、平成２９年については案件がありませんでした。 

２「法第１８条の貸借の終了」は、農地の賃貸借の合意解約で、件数１３

筆、田畑合計面積１２７ａ（１.２７ha）。 

３「農地転用」（１）条項別は、調整区域等の農地転用許可申請と、市街

化区域の農地転用届出の件数と面積の集計で、所有権移転を伴わない４条許

可は案件無し。所有権移転を伴う５条許可が７２筆、１９５ａ。所有権移転

を伴わない４条届出が１３筆、３８ａ。所有権移転を伴う５条届出が３５６

筆、４４４ａとなります。合計は、４４１筆、面積６７７ａです。 

４「農地転用」（２）用途別は、市街化区域、調整区域、それぞれの農地

転用用途別の件数、各用途の比率、面積の集計で、合計の６７７ａのうち、

約６５％が住宅用地で、２番目が、約２９％のその他（資材置場や駐車場等）

の転用です。 

５「農業経営基盤強化促進法に基づく権利移動」の（１）権利の設定・移

転は、利用集積で賃貸借、使用貸借、それぞれの件数、面積の集計で、合計

が３３５筆、２，５４５ａです。 

６「農業経営基盤強化促進法に基づく権利移動」の（２）利用権の期間満

了による終了は、利用集積の貸借期間が到来し、更新しなかった農地の件数、

面積の集計で、合計３４７筆、面積２，７８４ａです。 

事務局 続きまして、平成３０年度事業関係予算について御説明いたします。 



事務局 ６款農林水産業費１項農業費１目農業委員会費といたしまして、 

35,773,000円となっています。詳細につきましては、予算書のとおりです。 

事務局 平成３０年度白岡市農業委員会活動計画（案）について御説明いたします。 

Ｐ２２が今年度の農業委員会の活動計画となります。内容は記載のとおりなので、

説明は省略させていただきます。 

議長 説明が終了いたしました。これから御意見・御質疑等お伺いします。御意見・御

質疑等ございましたらお願いいたします。 

 ［質疑なしという声あり］ 

協議報告事項６ その他 

議長 質疑もないようですので、協議報告事項６その他に移ります。事務局から内容説

明をいたさせます。 

事務局 農政対策委員会の開催についてですが、５月１７日（木）午後１時３０分からと

なります。 

事務局 農業委員会活動記録の提出についてですが、提出がお済みでない方は、総

会後に提出をお願いします。  

事務局 来月の農地改良等現地パトロールについてですが、４月２９日～５月２６

日までの４週間分の担当です。それぞれの区域の担当者の方は、総会後など

におきまして、日程調整をお願いいたします。 

事務局 来月総会についてですが、５月２４日（火）午前９時からとなります。 

議事録署名委員の白石委員、江口委員の両委員は来月印鑑をお願いします。 

事務局 今月の発表について、担当の委員からお願いします。 

江原委員 下大崎地区を農地パトロール等で回っておりますと、休耕地が目に付きま

す。農政課と相談・協力を行ったりしながら、なんとか休耕地を減らしてお

りますが、農家の老齢化が進んでおりまして梨の農家も減っております。 

昔は５０件程度あった農家も今では１３件ほどとなっておりまして、かと

いって新規ですぐに始められるというわけではなく研修等も必要となります

ので、このままでは大山の梨という名前も消えてしまうのではないかと心配

しております。農業委員会で力を合わせて動いていければと思います。 

飯田推進委員 私が就農してから７年程経ちましたが、２・３年前くらいに群馬県の明和

町の梨農家の方々と交流がありまして、その中に実家は梨農家ではない方が

いらっしゃいました。 

その方から話を聞き、調べたときに見つけた資料がありますので、これに

ついて話をさせていただきます。 

後継者不足等から栽培されなくなった梨園が増えてきており、新規参入者

による栽培が検討されていたが、地域外の人に貸すのが不安、途中で放り出 



飯田推進委員 されて返されたら困る、などといった声があり、農水省技術普及課や役場が

間に入って平成１７年から環境の整備を始めた事例です。 

白岡市でも、平成１７年には約８０haあった梨畑が平成２７年には約４０ 

haまで減少しており、さらに３年経った現在ではさらに減少しているのでは

ないかと思います。 

資料の３ 普及活動の経過の欄には色々と苦労話が書かれていて、⑴では、

安心して農地を貸し出せるよう、普及課と役場が連携して支援を行ったこと、

⑵では、途中で放り出されないよう産地、普及課、役場が面接・研修を通し

て人柄を確認したことが書かれています。 

また、⑴・⑵については産地の不安を解消するために行ったことですが、

⑶では就農する人のための環境整備について行ったことが書かれています。 

⑷では、体制整備が終わっても梨畑を貸してくれる人が現れなかった実情

について書かれています。ここが一番難しかったそうですが、高齢で梨園を

止めようと考えている生産者に理解を求めて何とか１戸のモデル農家を確保

することができ、新規参入者の受け入れが進み始めたようです。 

次に実際に新規参入希望者が現れたあとのことですが、新規で梨を営農す

るといっても、最初から大規模な面積を貸借することはできず、まずは２反

未満程度で始めることになります。しかし、これでは生活がなかなか成り立

ちませんので、就農支援資金等を利用しながら営農を行っていったようです。

この制度は白岡市でも利用できる制度であり実際に、利用している方もいら

したかと思います。 

この普及活動の成果として、次第に貸し出し用の梨園が増えていったり、

農地や空き家などの情報が集まるようになって行ったりといった効果もあっ

たようです。 

白岡市の菁莪・大山地区の地域活性化プロジェクト等で農地や空き家が問

題になっているので、明和町の案件が参考になればと思います。 

大山地区でも梨が減ってきているので、白岡市でも梨を作りたい人が白岡

市に来て就農できるような環境を作っていければいいなと思い、今回の話を

させていただきました。 

議長 ありがとうございました。 

議長 内容説明が終了いたしました。全体を通しまして御意見・御質疑等ございません

か。 

 ［質疑等なしという声あり］ 

議長 以上をもちまして、本日の総会を閉会といたします。 

 【終了 午前１０時０７分】 

 

 


